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身体重心移動からみた

野球の打撃における時間的調節

小田伸午＊森谷敏夫＊田口貞善＊

Timingcontrolduringbattingmotioninrelationtomovingpatternof

bodycenterofgravity

＊ ＊ ＊

ＳｈｉｎｇｏＯＤＡＴｏｓｈｉｏＭＯＲＩＴＡＮＩａｎｄＳａｄａyｏｓｈｉＴＡＧＵＣＨＩ

Abstract

ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｉｎｖｅstigatemovementsofbaseballbattingmotionThesubjectswere

twogroupsofintercollegiatebatters；ｔｈｅｆｉｒｓｔｇｒｏｕｐｉｓｃｏｍｐｏｓｅｄｏｆ３ｔｏｐ－classbattersandtheotheriscom

posedof5second-classbatters、TheytriedatotaloflOactualhittinｇｓａｇａｉｎｓｔｔｗｏｋｉｎｄｏｆｍachine-released

ballattwodifferentvelocities(343ｍ/s,30.3ｍ/s).Ａｖｉｄｅｏｃａｍｅｒａ(200fps)wasusedtoanalyzethebatting

movementsrelatedtothemovingpatternofbodycenterofgravity・Thefollowingresultswereobtained寸

l）Swingtimeoftop-classbatterswasshorterthanthatofsecondclassbattersanddecisiontimeoftop

classbatterswaslongerthanthatofsecond-classbatters

2）Ｉｎｂｏｔｈｂａｌｌｓｐｅｅｄｓｔｈｅｓｗｉｎｇｗａｓｉｎｉtiatedatthefixeddistanceoftheballfromthebatter,andthisdis-

tanceoftop-classbatterswasinaveragel8mshorter、

3）Thedifferenceofswingtimebetweenbothbattersdependedonthediffeｒｅｎｃｅｏｆｓｔａｒｔｉｎｇｐｈａｓｅｏｆｔｈｅ

ｓｗｍｇ

４）Thedisplacementofthebattowardthecatcheｒｄｕｒｉｎｇｂａｃｋｗａｒｄｓｗｉｎｇｐｈａｓｅｗａｓｓｍallerinthesecond

classbatters

5）Ｉｎｃａｓｅｏｆｂａｔｔｍｇａｇａｉｎｓｔｈｉｇｈｓｐｅｅｄball,thehorizontaldistancebetweenthｅｔｏｅｏｆｒｅａｒｆｏｏｔａｎｄｔｈｅ

ｂｏｄｙｃｅｎｔｅｒｏｆｇｒａｖｉｔｙｄｕｒｉｎｇｔｈｅｐｈａｓｅｂｅｆｏｒｅｔｈｅｓｔａｒｔｏｆｔｈｅｓｗｉｎｇｗａｓｌｏｎｇｅｒｉｎｔｏp-classbatters、

Thesefindingssuggestthatthedifferenceofbattingmovementsduringbackwardswingphasecausedthe

differenceofswingvelocityduringstartingphaseoftheswing．

＊京都大学：Ｋ〕'0ｔｏ肱jue7Sjty,Sahyo-〃,Kyoto
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う設定で，打撃における時間的調節の分析を試みた。

すなわち，大学野球リーグに所属する打撃レベルの

違う打者を対象に，ピッチングマシンから投ぜられ

た２段階の速度の投球に対する打撃の時間的調節を，

身体重心移動様式との関連で比較検討することを目

的とした。

1．緒言

野球の打撃動作においては，投球されたポールを

強く打つこと，および正確に打つことの２つの要素

が要求される。正確に打つことの中には，時間的調

節と，空間的調節の二つの要素が含まれる5)。従来，

投球速度を変化きせた条件下で，打撃能力に違いが

ある打者の打撃の時間的調節について比較検討した

研究はみられない。打者は，速いポールと遅いポー

ルを打つ場合では，スイング開始のタイミングおよ

びスイング時間をどのように調節しているのか，ま

た，その調節に打者の打撃レベルの違いが現れるの

かという点については明かでない。バットを速く振

るには先行研究2)3)`)8)10)11)12)15)16)17)18)が示しているよう

に，身体重心移動を巧みに利用して得られる身体の

運動量を運動エネルギーの形にしてバットに伝達さ

せることが必要である。従って，打つポールの速度

の違いに応じて身体重心移動様式に打者の打撃レベ

ルの違いが現れるものと予想きれる。これまで，高

打率の選手は，リリースからスイング開始までの時

間が長く，スイング時間が短いことが報告されてい

る')。すなわち，高打率の打者は，ポールからの情

報が多く得られ，しかも最新の情報が得られるため，

打撃の時間的調節において有利であると考えられる。

実際の試合の打撃では，打者にとって，ポールの

速度とコースは未知である。したがって，そのつど，

リリースから打者に向かって飛来してくるポールを

視覚でとらえ，スイング開始の時点を決断し，さら

にポールの軌跡を追跡することで打者の近くにきた

ときのボールの位置を予測しているものと考えられ

る。また一方では，優れた打者は投球速度にいちは

やく慣れ，時間的調節を予測する能力に優れている

ものと考えられる。すなわち，予測どおりに投ぜら

れたポールにたいしては，高い確率で的確な打撃が

可能であることが好打者の一つの条件といえる。し

たがって，多くの打者がピッチングマシンから投ぜ

られた毎回一定速度のポールに対する打撃練習を反

復している。

そこで，本研究では，予めポール速度が既知の状

況下で２段階の速度の投球に対して打撃を行うとい

Ⅱ､方法

本研究に参加した被験者は，関西学生野球リーグ

に所属する近畿大学（リーグ優勝，全国選手権優

勝）のレギュラー打者3名と，同リーグ6位の京都大

学のレギュラー打者5名であった。（レギュラー打者

とは，本実験が実施きれた直前のシーズンのほぼ全

試合において，両チームのそれぞれのコーチによっ

てスターティングメンバーとして選ばれた打者を意

味する。以後，前者をＡチーム，後者をＢチームと

呼ぶ｡）なお，すべての打者は，右利きであった。

被験者の身長と体重を表１に示した。予め被験者に

は，本研究の目的と手順を説明し，測定参加の同意

を得た。表ｌには，Ｂチームのコーチが主観的に判

定したヒット性の当たりの数とそのパーセントを示

し，パフォーマンスの一指標とした。なお，打撃レ

ベルの違いは打率に表れており，Ａチーム３名の直

前のリーグ戦の平均打率は３割５分１厘（､286-

.400）であり，Ｂチーム５名の同リーグ戦の打率の

平均値は１割８分１厘（､143-.216）であった。

各被験者は，実験条件を一定にするために，各自

のバットを使用せず，同一の木製バット（長き

84.5ｃｍ,重さ9409）を使用し，ホームベースから

18.4ｍの地点に設置きれたピッチングマシン（ロー

ラ型）から投ぜられた硬式野球ポールを打った。ピ

ッチングマシンにポールを入れる者は，毎回一定の

動作を一定の時間で行い，打者が同一のタイミング

で打撃できるように留意した。打撃動作開始姿勢の

前頭面に90度になるようにレンズの光軸を位置きせ

た高速度ビデオカメラ（200fpsHSV-400，ナック

社製）で打撃動作を撮影した（撮影条件については

図１参照)。同時に，もう１台のカメラ(200fps)で

ポールのリリースをとらえ，打撃動作を撮影した画

像にボールのリリース画像を同期して挿入し，－画

２
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表１被験者の身体特性，ポール飛来時間，投球速度(Vb)，

スイング速度(Vs)，ヒット性の当たりおよびファール数

ポール飛来時間

（ｍｓ）

Ｔｅａｍ

１

ｔ
ｍ

Ｈ
ｃ
Ｉ

ｔ
、
副

Ｗ
、
胆

Ｖｂ

(ｍ/s）

Ｓｌｏｗ

607±７

６０５士１

Ｆａｓｔ

538±２

５３５±１

Ｆａｓｔ

３４．２±０．１

３４．４±0.1

Ｓｌｏｗ

３０．３±０．３

３０．４±０．１

１
１

３
５

’
’
’
一

、
ｎ

く
く

Ａ
Ｂ

174.3±４．１

１７２．０±２．９

７１．０士4.0

69.4±３．３

ヒット性の当たり

（カッコ内は％）

ファール数Ｔｅａｍ Ｖｓ

(ｍ/s）

Ｓｌｏｗ

３６．２±１．６

３３．７±０．８

Ｆａｓｔ

３５．９±０．６

３３．４±１．２
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l4(93）

11(44）

Slow

l3(87）

18(72）
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３
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７

ｎ
咀
妬

Ａ
Ｂ
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図１リリースからスイング開始までの時間とスイング時間および，撮影条件

面上に分割して二つの画像を録画することでポール

リリースの時刻を基準にした打撃動作の分析を可能

にした（図１）。各打者はバッターボックスに入っ

て２球打撃練習した後，第一試行目の打撃に移り，

計５回の打撃を実施した。ただし，打球がファール

となった試行は打数に入れず，フェアーグランドに

計５回の打球が飛ぶまで打撃を続けた。ピッチング

マシンからの投球速度は２速度とし，８名の打者は

順番に全員速いポールを打ち，次に遅い速度に切り

替えた後，８名が順次遅いポールを打った。２速度

のポール飛来時間とリリースからインパクトまでの

平均ボール速度（投球速度）を表１に示した。

撮影された画像から次の項目を求めた。

・リリースからスイング開始までの時間：スイング

開始の決定方法は以下のように行った。予め画像の

観察によってスイング開始の時点を推定する。次に，

その前後100,sの範囲にわたり，バットヘッドの水

平方向変位が捕手方向へ継続して変化を示し始める

３
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時点と，バットヘッドの垂直方向変位が地面の方向

へ継続して変化を示し始める時点を求め，両者のう

ちリリース時点に近い時点をスイング開始時点とし

た。なお，スイング開始時点のバットヘッドの速度

は小さく，実際の変位に対して測定誤差が大きくな

るため，特殊効果装置（SONY,XV-ZlOOOO）を使

用し，バットヘッドの部分を十分拡大し，画像上の

バットヘッドの変位を大きくさせた上でスイング開

始を決定した。

・スイング時間：スイング開始からインパクトまで

の時間とした。ざらに，スイング時間は次の４段階

に分けた（表３参照)。すなわち，スイング開始

(sl)からバットのへツドとグリップを結ぶ線が打

撃動作開始姿勢の矢状面と平行になる時点(S2)ま

での時間，Ｓ２からバットのへツドとグリップを結

ぶ線が打撃動作開始姿勢の前頭面と平行になる時点

(S3)までの時間，Ｓ３からバットのへツドとグリッ

プを結ぶ線が打撃動作開始姿勢の矢状面と再び平行

になる時点(S4)までの時間，Ｓ４からインパクト(1)

までの時間の4段階である。

・左足を最終的に投手方向へ踏み込む時点(F）：リ

ーリスの時点からの時間で表した。すなわち，プラ

スの値はリリース後に，マイナスの値はリリース前

に左足の踏み込み（離地）開始が観察きれたことを

意味する。最終的という表現をしたのは，構えた姿

勢から捕手方向に左足を移動し着地させてから投手

方向へ踏み込む打者が認められたためである。

・スイング速度(Vs）：インパクト１コマ前からイ

ンパクトにかけての5ｍs間のバットヘッドの速度と

した。インパクトの瞬間が画像にとらえられていな

い場合には，バットが最もポールに近くなった画像

とその１コマ前の5,s間のバットヘッドの速度とし

た。

．構えの足幅(FD1）：打者が最終的に左足を投手方

向へ踏み込み開始する直前に接地していた両足先問

の水平距離とした。

・ストライド幅(FD2）：最終的に投手方向へ左足を

踏み込んで完全に接地した際の両足先間の水平距離

とした。

．踏み込み距離(FD2-FD1）：FD2からFD1を差し引

いた値とした。最終的に左足を雛地した後，空中で

左足を捕手方向に近寄せてから投手方向に踏み出す

いわゆる一本足打法を示した打者は認められなかっ

た。

撮影された動作から三浦'3)の方法により身体重心

(CG)位置を求めた。打撃動作の特徴を示すと考え

られる身体部位として，左手関節(ＬＷ)，右足先

(RT)，左足先(LT)の位置を求め，次の項目を計算

した。

・投手方向への最終的な身体重心移動開始時(c）

・身体重心移動の水平距離：投手方向へ身体重心が

移動開始(C)してからインパクト(1)までの総移動距

離（水平方向）を求め，ｃからスイング開始(sl)ま

での身体重心移動距離と，ｓｌからIまでの移動距離

の2期に分けた。

・CG-LW間水平距離:打者は打具をテイクバックし

てからスイングに移る。テイクバックもポールを強

く打つための動作と考えられ，身体重心点(CG)と

左手関節(ＬＷ)間の水平距離をテイクバックの指標

とした。

ｏＣＧ－ＲＴ間水平距離:身体重心移動水平距離が同一

でも，軸足である右足先(RT)からどれくらい身体

重心の位置が離れているかで，打撃動作は異なった

ものとなる。したがって，ＣＧ－ＲＴ間水平距離をリ

リース時(R)，身体重心移動開始時(C)，スイング開

始時(Sl)，インパクト時(1)の4つの時点において求

めた。

m・結果

ピッチングマシンから投ぜられたポールの平均速

度は，両チームの打者間で速いポール，遅いポール

ともにほぼ同一の値であった（表ｌ）。スイング速

度は，速いポール，遅いポールともにＡの打者が大

きい値を示したが，統計的有意差は認められなかっ

た（表ｌ）。図１にリリースからスイング開始まで

の時間とスイング時間の各チーム，各速度における

平均値を示した。リリースからスイング開始までの

時間において，速いポール，遅いポールともにＡの

打者がBに比較して大きい値を示した(p＜０．０１)。

また，両チームともリリースからスイング開始まで

４
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の時間において，遅いポールの打撃が速いポールの

打撃に比較して，有意(P＜０．０１)に大きい値を示し

た。スイング時間は，速いポール，遅いポールとも

にＡの打者がBに比較して有意(P＜0.01)に小さい値

を示した。また，両チームともスイング時間におい

て，遅いポールの打撃が速いポールの打撃に比較し

て，有意(P＜0.01)に大きい値を示した。スイング

開始時におけるピッチングマシンからポールまでの

水平距離は，速いポールではＡが11.83ｍ,Ｂが

10.01ｍ,遅いボールではＡが11.88ｍ,Ｂで10.03ｍで

あった。すなわち，スイング開始時におけるポール

の打者からの水平距離は，ポール速度によらずＡＢ

それぞれ一定の値をとることが明かとなった。Ａの

打者はＢに比較して，ポールがより打者に近くなっ

てから（速いボールで1.82ｍ,遅いポールで1.85m手

前で)スイングを開始していることが認められた。

表２には，左足が最終的に投手方向へ踏み出され

る時点(F),身体重心が最終的に投手方向へ移動開

始する時点(C)について，リリース時点(R)を基準

に平均値と標準誤差で示した（以後すべて平均値±

標準誤差で示す)。速いポール，遅いボールのいず

れについても，Ｂの打者群はＡの打者に比較して有

意(P＜0.01)に早く踏み込みを開始する（Bチーム

の打者は，リリース以前に左足の踏み込みを開始し

表２リリース時点を基準(±Ｏ）にした時の，左足踏み込み開始時点（Ｆ）と

身体重心移動開始時点(Ｃ）（単位ｍｓ）

ＣＦＴｅａｍ

Ｓｌｏｗ

８５±５３

Ｓｌｏｗ

６１±３９コ可
＊＊

-28±35.Ｊ

Ｆａｓｔ

ｌ３±１６

Ｆａｓｔ

「、１２±５３
＊＊

Ｌ・-69±3８

Ａ

１３８±３５

辮叢」
４５±３１Ｂ

ｍｅａｎ士ｓｅ＊＊ｐ＜０．０１

/ｒ’
(単位ｍｓ）畠表３スイングを４期に分けた場合の各期の時間

Ｓ４→ＩＳ２→Ｓ３ Ｓ３→Ｓ４Ｔｅａｍ Ｓ１→Ｓ２

Ｓｌｏｗ

ｌＯ±２

Ｓｌｏｗ

４４±２

Ｆａｓｔ

７±２

Ｓｌｏｗ

75±１５←’

Ｆａｓｔ

４７±５

FastSlowFast

Arn匙轤彗'二厘趾Ⅲ＊＊

ＢＬ伝９２±11121±l5JL96±８

ｔ＿_＊＊＿ゴ

＊

94±１１←'５０±３５０±２６±２１０±２

ｍｅａｎ士ｓｅ＊＊ｐ＜０．０１

＊ｐ＜０．０５

５
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ている｡）Ａの打者は早いポールを打つ場合は，踏

み込み開始と身体重心移動開始がほぼ同時刻であり，

遅いポールの場合も，ＦとＣの時点の間に有意差は

認められなかった。それに対して，Ｂの打者は，早

いボール，遅いポールともに，ＦとＣの時点の時間

差が大きくなり，有意差(P＜０．０１)が認められた。

表３は，スイング時間を４期に分けて，Ａ,Ｂ各群

の値を比較して示したものである。Sl-S2,S2-S3の

スイング前半のスイング時間において，速いポール，

遅いポールともにＡの打者がBの打者に比較して有

意に短い値を示した。S3-S4におけるスイング時間

は，速いポール，遅いポールともにＡ打者がBの打

者に比較してやや短い値（有意差は認められない）

を示した。

図２には，身体重心移動開始(C)からインパクト

(1)までの身体重心移動の水平距離を示した。Ｃから

《、》

０３０１０ ０２

FａｓｔＡ
Ｂ

Ｌ－ｌ Ｌ－－，
Ａ

ＳＩＯＷＢ
一一一：

．ｐ〈ＯｂＯ１・ デー下=て而雪竜

図２身体重心移動開始(ｃ)からインパクト（１）までの身体重心水平移動距離

Iまでの総重心移動距離は，速いポール，遅いボー

ルともに，ＡがBに比較して有意(P＜0.01)に大きい

値を示した。これは，C-S1間の身体重心移動距離

において，ＡがBに比較して有意(P＜0.01)に大きい

値を示したことによるためで，S1-I間の身体重心移

動距離においてはポール速度，打者のレベルに関わ

らず，ほぼ同じ値を示した。

図３は，テイクバックの指標と考えられる左手関

節(ＬＷ)と身体重心点(CG)間の水平距離を，動作の

各時点毎に示したものである。早いポールにおいて

は，Ｆ,Ｃ,S1の各時点において，ＡがBに比較して有

意(P＜0.01)に大きい値を示した。一方，遅いポー

ルでは，ＦとSlの時点において両者の間に有意差(Ｐ

＜０．０１)が認められた。

図４に，右足先(RT)とリリース時(R)からインパ

クト時までにおける身体重心点(CG)間の水平距離，

およびインパクト時における身体重心点のストライ

ド幅に対する相対位置を示した。Ｒ,Ｃ,S1において，

（ｍ〕

０５

０４

０．３

＊

Fａｓｔ
０２

二三二Slow０．１

工Ｐ＜０．０１

￣￣－‐－２

ＦＣＳ１

左足踏み込み開始時点からスイング開始時点

までの，左手関節と身体重心点間の水平距離

図３

６



小田，森谷，田口：身体重心移動からみた野球の打撃における時間的調節

エエｐ＜ＯＬＯ１

工ｐ＜０．０５
(、）

エエ

０６ ､Ⅲ…Ｆａｓｔ

E…Ｓｌｏｗ

彫
鵬
雛
雛
雛
醗
雛
雛
雛
眺
髄
離

、
剴
肇
露
鼈
竈
籠
霊
霊
率
寵
籠
鼈
襲

正工

lil
粥
豐

０４
エエ ｴエ 正工 涙

ｎ

ｉｌｌ

０
一
二
一
酉
一
冨
罠
Ｅ
Ｅ
ｌ
昌
一
臣
」
Ｅ
二
三
一
二
冒
冒
屋

白
二
宮
’
二
二
』
】
』
』
｜
函
ご
Ｅ
甸
已
巨
国
』
』
｜
已
国
【
■
Ｅ
】

土
】
舅
一
霞
霊
園
置
塵
臺
菖
屋
震
】
画
室
屋
一
窒
匡

｛
三
一
塁
冒
屋
雲
』
屋
皀
置
臣
二
匿
二
置
屋
舅

民
戸
巨
』
」
【
Ｐ
』
、
夷
』
【
戸
】
｛
】
言
Ｄ
ｘ
ｘ
江
』

０２

０
ＡＢ ＡＢＡＢ ＡＢ ＡＢＡＢ

Ｓ，

Ａ曰 ＡＢ

Ｒ Ｃ Ｉ

右足先と身体重心点間の水平距離，およびインパクト時における身体重心点

のストランド幅に対する相対位置

図４

表４構えの足幅(ＦＤｌ），ストライド幅(ＦＤ２)，

踏み込み距離(ＦＤ２－ＦＤ１）

ＦＤ２－ＦＤ１

（、）

ＦＤｌ

(、）

ＦＤ２

（、）

Ｔｅａｍ Ballspeed

０．１７９±０．０５５

０．１９３±０．０６２

０．１９０±０．０３６

０．１９１±０．０３９

０．５２５±０．０１６

０．５１５±０．０１５

０．５２１±０．０２７

０．５４１±０．０１６

0.706士0.043

0.708±0.054

0.712±０．０２６

０．７３３±0.035

Ａ Fast

Slow

Fast

Slow

Ｂ

ｍｅａｎ±sｅ

打者ともに，ポールの速度によって構えの足幅，ス

トライド幅および踏み込み距離に差は認められなか

った（表４)。

Ａの打者の速いポールの値が遅いポールの値に比較

して有意(P＜0.01)に高くなった。Ｒ,Ｃの遅いボー

ルにおいて，ＢがＡに比較して有意に高い値を示し

たが，Ｓｌの時点では，ＡがBに比較して有意に高い

値を示した。ｓｌとIの速いボールの打撃において，

Ａの打者がBの打者に比較して有意(P＜0.01)に大き

い値を示した。インパクト時の重心位置をストライ

ド幅に対する相対位置としてみると，速いポール，

遅いポールともに有意にＡの打者が大きい値を示し

た。Ａの打者は，速いポールを打つ場合，遅いポー

ルを打つ場合に比較して有意に大きい値を示した。

それに対して，Ｂの打者では，速いポール，遅いポ

ールともにほぼ同じ値を示した。なお，両チームの

Ⅳ.考察

これまでスイング時間に関しては，アメリカのプ

ロ野球選手のデータが報告されている')'4)。Ｂｒｅｅｎ
ｌ）

によれば，平均打率が3害Ｉに達しない打者のスイン

グ時間は280,s，それに対して，高打率の打者の値

は190から230,sの間であり，競技レベルの差がス

イング時間に現れていたという。また，Race'４)は，

17名の優秀な打者のスイング時間を測定し，平均

190,sという値を報告している。Ａチームの打者の

７
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スイング時間の値は，Breen1)やRace'4)によるアメリ

カ大リーグの優れた打者の値に近いものであった。

スイング時間が短ければ，リリースからスイング開

始までの時間が長くなる。リリースからスイング開

始までの時間には，ポールの`情報を視覚でとらえ，

脳内でスイング開始を判断するまでの判断時間と，

スイング開始の命令が大脳皮質運動野から脊髄神経

を経由して骨格筋まで伝達ざれスイングが開始され

るまでの神経伝導時間が含まれる。競技者と一般人

で神経伝導時間には差がない4)という報告がなされ

ており，本研究の打者においても神経伝導時間には

大きな差はなかったものと推察きれる。神経伝導時

間に差がないとすると，Ａの打者はＢの打者に比較

して約1.8,分だけ最新のポールの情報を得てから

スイングの命令を出すことができる。この点は，Ａ

の打者とＢの打者の打撃レベルの違いの要因の１つ

であると考えられる。

Ａの打者がBの打者に比較して，スイング時間が

短いのは，スイング前半期（S3）までの差であっ

た（表３)。Ｓ２の5ms前からS2までと，Ｓ２からS2の

5ｍs後までの２区間のバットヘッドの速度は，速い

ポールではＡが9.4±0.5m/s,Ｂが6.0±０．３,遅いボ

ールでは，Ａが8.7±０．５，Ｂが5.4士0.3であり，ポー

ルの速度によらず，ＡはBに比較して有意(P＜0.01）

に大きい値を示した。すなわち，Ａの打者のスイン

グ速度の立ち上がりがBに比較して鋭いため，スイ

ング初期のスイング時間が短くなっている。また，

両チームの打者とも遅いポールのスイング時間が速

いポールに比較して有意に長くなっている（図１）

が，これもスイング初期(S1-S2)のスイング時間の

差に由来している。ポールの速度によらず，ポール

が打者から一定の水平距離に達したところでスイン

グを開始するために，打者は，遅いポールの打撃で

は，スイング速度の立ち上がりを低くしてスイング

時間を長くとり，時間調節しているものと推察きれ

る。すなわち，打者は，ボールの自己からの水平距

離という視覚情報に反応してスイングを開始すると

ともに，ポールの速度に応じてスイング初期に時間

調節を行っているといえる。Ｓ２の前後5ｍs間のバッ

トヘッドの速度はＡ,Ｂともにポールの速度によって

有意差は認められなかったが外バットがS2にいた

る以前のスイング開始直後のスイング速度を測定す

る必要がある。この点については，３次元画像解析

によって具体的に明きらかとなるが，今後の課題と

したい。また，ポール速度を今回以上，あるいは以

下にした場合にも同様の結果が得られるかどうかに

ついても，さらに検討が必要である。

HubbardとSeng91は，投球速度が異なっても，ス

イング時間は同じであり，スイング開始のタイミン

グは，踏み込み足が完全に|こ着地して40ms後であ

ると述べている。ただし，この研究は毎秒24コマの

画像分析であり，スイング開始の正確な把握には無

理があり，しかも，スイング開始をバットが打球方

向へ初めて移動開始した時点としており，本研究と

比較してスイング開始の決め方において違いがみら

れる。また，Breenl)の研究においても，スイング開

始時点をバットがポールの方向へ移動開始する時点

というあいまいな記述にとどめており，Race'4)にお

いては，スイング開始の決定方法に関する記述がみ

あたらない。踏み込み足が完全に着地してから

40ms後というのは，本研究ではS2とS3の中間であ

り，もし，この時点をスイング開始と考えるなら，

本研究においてもＡとＢのスイング時間の有意差は

認められない。本研究ではバットヘッドが捕手方向

へ向かうＳ１からS2の局面もスイングと認める立場

をとり，HubbardとSeng9)のスイング開始の決定に
は従わなかった。

平野と町永7)は，バットのテイクバックには，バ

ットを捕手方向へ移動させながら能動的に左手関節

(ＬＷ)を身体重心(CG)から遠ざける局面と，投手方

向にＣＧを移動きせながらもバットの`慣`性で受動的

にCG-LW間距離が増加していく２つの局面があると

述べている。前者の局面のテイクバックは，バット

の移動距離を長くしてより大きな仕事を可能にする

ための意味が大きく，後者のテイクバックは，主働

筋を前伸張きせて活動状態を高める意味がある`)と

考察している。Ａの打者は，予め構えの時点で左手

関節を能動的にテイクバックしておき，左足の踏み

込みとほぼ同時に，身体重心が投手方向へ移動開始

する（表２）と，バットの,慣性でざらに受動的に（

８



小田，森谷，田口：身体重心移動からみた野球の打撃における時間的調節

ツトがテイクバックされる（図３)。一方，Ｂの打

者は，左足は投手方向へ踏み込まれるが，この時は

まだバットを捕手方向へ能動的にテイクバックして

おり，身体重心の投手方向への移動開始が遅れる

（表２)。Breenl)の研究においても低打率の打者は，
バットをいったん捕手方向へ引くという記述があり，

本研究の結果と一致している。したがって，Ｂの打

者は，身体重心が投手方向へ移動してからスイング

開始までの身体重心移動の水平距離が有意に短くな

る（図２）。すなわち，Ｂの打者は能動的テイクバ

ックが遅れ，加えて受動的テイクバックの距離と時

間が短くなるため，スイング前半期のスイング速度

が低くなってしまう（表３）ものと推察きれる。

Ａの打者は速いポールを打つ場合と遅いポールを

打つ場合とでは，左足の踏み込み開始時点の身体重

心の位置を変えていたが，Ｂの打者は，ポールの速

度によらず身体重心の位置は同じであった（図４)。

すなわち，Ａの打者は，速いポールを打つ場合は，

予め身体重心の位置を投手方向へ移動した状態で構

えている。身体重心を予め投手方向へ移動しておく

ことは，左足の踏み込みと同時にスムーズに身体重

心を投手方向へ移動させ，受動的テイクバックの時

間を遅れずに十分とることを可能にするものと考え

られる。この点も，スイング初期のスイング速度を

高くすることにつながっているものとの考えられる。

本研究では，予めポールの速度が既知の条件で速い

ポールと遅いポールの打撃を行ったが，速度に応じ

て構えの身体重心位置を変えて対処する点に，打撃

レベルの違いが観察された。
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Abstract

Thisstudyinvestigatedmotorpattｅｒｎｓｉｎｔｈｅｓｗｉｍｍｉｎｇｓｔａｒｔｏｆｔｙｒｏｓａndexaminedmovementsofeach

partofbodyinfluencingthechangeofthemotorpatternSubjectsincluded37childrenwhohadnotsufficient-

lypracticedtheswimmingstart・Startingmotionswerefilmedbytwovideocameras・Theｎｔhosepictures

wereevaluatedbytheｓｃａｌｅｏｆ２２ｃａｔｅｇｏｒｉｅｓｉｎｔｈｅｓｗｉｍｍｉng-startperformance・Theresultswereasfollows：

(1)Tyroshadatendencytomisstheglidingltseemedthattheentrywasacquiredearlierthanthegliding

(2)Startingmotionsshowedageneralprocessofdevelopment,whichproceededfromajumpingpattemtoa

hitting-the-bellypattem，ｔｈｅｎｔｏｔｈｅｐａｔｔｅｒｎｏｆａｐｌｕｎｇｅｄｉｖｅ、Intheprocess，twoothermotorpatternswere

extractedOnewasthefallingpatternthatmissedtheflightbecausethechilｄｃｏｕｌｄｎｏｔｅｘｔｅｎｄｋｎｅｅｗｈｅｎｈｅ

ｔｏｏｋｏffthestartingblockAnotherwasapatternofover-leaning-forwardtrunkduringtheflight.（３）Regard

inginclinationofthetrunk，theflighthadagreaterinfluencethanthesetpositionontheentry・Wheneverthe

trunkwasmaintainedinahorizontalpositionduringtheflight,thetrunkleanedforwardontheentry、（４）

Ｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｗｈｏｋｅｐｔｔｈｅｔｒｕｎｋｕｐｒｉｇｈｔｏｎｔｈｅｅｎｔｒｙｐｕｓｈｅｄｏｆｆｔｈｅｂｌｏｃｋｉｎａｎｕｐｗａｒｄｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｎｄｓhor-

tenedflightdistance（５）Itwasconfirmedthatstretchingfourlimbsinfrontandrearduringtheflightwas

necessarytodevelopthestartingmotion．（６）Ontheentry,theflexionoftheshoulderjointwithnoddingthe

headseemednecessarｙｆｏｒｔｈｅｃｈａｎｇｅｆｒｏｍｈｉｔｔｉｎｇｔｈｅｂｅｌｌｙｔｏｔｈｅｐｌｕｎｇｅｄｉｖｅ．
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初心者における水泳のスタート動作パターンを抽出

し，パターンの変化に影響を及ぼす身体各部の動作

を検討することを目的とした。

1．緒言

水泳におけるスタート動作は，陸上から水中へと

運動の場を転換する移動系動作7)である。このスタ

ート動作は，ブロック期(Blockphase)，フライト

期(Flightphase)，エントリー期(Entryphase)及び

グライド期(Glidmgphase)に分けて考えられる一種

の跳動作であるい，)｣，）（図-1参照)。跳動作の発達に

関して，金．松浦8)は，幼児及び児童の立ち幅跳び

を５段階の動作カテゴリーで評価し，立ち幅跳びの

運動成就の仕方の発達に焦点をあて検討した。その

結果，7.5歳までにほぼ成熟した動作パターンに達

する子供が多いことを示唆した。このような運動成

就の仕方の発達に関する研究は，平衡系'5)'２１入22)，移

動系1)β),U)及び操作系12)』6)の基本的な動作について7）

数多く行われている。成熟した運動パターンの獲得

を考える場合，成就の仕方の変化を把握し，不足し

ている技能を補ったり，誤った成就の仕方を修正す

ることが必要であると考えられる。

一般的跳動作は，重力に抗して身体を空中に投射

した後，足による着地で完了する2)。一方，水泳の

スタート動作は，両足踏切りの立ち幅跳びに似てい

るが，次ぎの２点が異なる。１．着地の代わりにエ

ントリー期とグライド期が存在する。２．立ち幅跳

びでは，離地から着地にかけて体幹が前傾する'0)が，

水泳のスタートでは，動作進行に伴う体幹の傾きが

水平からやや下向きに変化する'8)。これらが一般的

跳動作と異なるため特殊な跳動作と考えられる。従

って，スタート動作の学習に際して，一般的跳動作

が応用され，さらに動作のレパートリーを拡大する

上で新たな技能習得の必要があると思われる。しか

し，初心者のスタート動作パターン及びその成熟の

過程は未だ整理きれていない。そこで本研究では，

Ⅱ．方法

標本：水泳の練習を週１回行っている児童・生徒

37名（男子24,女子13名）であった。平均年齢は，

10.36±1.43歳，スタートの未経験者22名，経験者

15名であった。

場所：水上40ｃｍのスタート台，水深3.8ｍのプー

ルで行った。

撮影：スタート台側方のプールサイドと水中側面

よりビデオカメラで撮影した。

映像：スタートの合図がかかった時を構えの姿勢

とした。構えからスタート台を離れるまでをブロッ

ク期，スタート台を離れてから体の一部分が着水す

るまでをフライト期，体の一部が着水してから全身

が着水するまでをエントリー期，そして，全身が着

水してから水面に浮上するまでをグライド期とした。

なお，本研究の標本は，未熟練者であり，立ち飛

び込みや腹打ち飛び込みが多く，グライド期がほと

んど見られなかったので，エントリー期までを評価

・解析の対象とした。

キーカテゴリー：体幹は質量が大きいため，各局

面における体幹の傾きを姿勢や運動の方向を示す客

観的な指標としてとらえた。そして，体幹の傾きの

程度が立ち幅跳びと大きく異なる特徴でもあるので，

これを中心的な技能，即ちキーカテゴリーとした。

ブロック期の構え，フライト期，エントリー期の体

幹の傾きの3項目をキーカテゴリーとして選択した。

それらを上向き，水平，下向きの３段階で評価した

（図-2参照)。

冬鰐熱上向き

水平

下向き

ブロック期フライト期エントリー期グライ1$朗

ヱニーニニニ､－ ブロック期の構え
フライト期の中程

エントリー期の体幹入水時

図-２体幹の傾きの評価法図－１スタート動作の期分け

１２



野村，合屋，椿本，松井，高木，小堀：水泳における未熟練者のスタート動作パターン分析

カテゴリー：ブロック期（7項目)，フライト期

（5項目）及びエントリー期（7項目）の各局面につ

いて図-3に示した身体各部の動作の評価尺度を構成

し，観察法により評価した。なお，各項目は２から

４の尺度で構成した。また，項目の選択及び尺度の

構成はスタートに関する注意点20)を考慮し，疑似妥

当`性を確保した。評価は，水泳熟練者２名がそれぞ

れ，同一標本のＶＴＲを再生し，キーカテゴリー及

びカテゴリーの評価を行った。

分析方法：

２名の採点者間の評点の一致度は，Yuleの離合法

(MethodofContingency)23）（pp､117-120)を用い，

離合係数によって評価した。

スタート動作パターンの類似'性の検討は，以下の

ように行った。各標本間のキーカテゴリーの得点の

差の２乗の合計は，各標本間の平方ユークリッド距

離である。これは，非近親'性を意味する。これに

－１を乗じて近親`性ベクトルとした。３７×37の近親

`性行列から同一の近親'性ベクトルを消去し，整理し

た。この近親'性行列に数量化Ⅳ類を適用し，標本間

の類似の程度を２次元ユークリッド空間にプロット

した。この空間は，実際の構え・空中・入水の体幹

の傾きで表現した３次元空間における標本の関係よ

りもお互いの類似の程度をよく説明できるように積

フライト期体幹の傾き
頭と腕： 1.頭を腕より背中側に起こしている

2.頭を腕で挟んでいる

3.頭を腕より腹側に入れている

腕と体：1.180度より明らかに小きい
2.180度に近い

（180度を超える標本l±は観察されなかった）

体と脚：１.腰部力掴曲位にある
２.腰部力榊展位にある

３．厘部が過伸展位にある

膝の状態：１.両膝が曲がっている

２.片膝が曲がっている

３.両膝が伸びている

ブロック期

構え 足の位置：台上で両足が１.前後している
２.平行になっている

フライト期力無い場合、姿勢の得点はoとする。
爪先：台先瑠に爪先が １．かかる

２．かからない
体幹の軌跡：１.直線的に落下する

２.水平に飛ぶ

３.上方に飛んで放物線を描く

腕の位置：腕を肩より Ｌ上に挙げている

2.前に出している

3.後ろに引いている

4.下に垂らしている

エントリー期

1.頭を腕より背中偲に起こしている

2.頭を腕で挟んでいる

3.頭を腕より腹伺に入れている

姿勢 頭と腕：
腕の振出：１．振り出さない

２.上から前へ振り出す

３．下から前へ振り出す

腕と体：1.180度より明らかに小さい
2.180度に近い

（180度を超える標本はI土観察されなかった）

腕の方向：１.上向き
２.水平

３.下向き

飛び出し

体と脚：１.腰部力掴曲位にある
２.腰部が伸展位にある

３.腰部が過伸展位にある

体の方向：１.上向き
２.水平

３.下向き
膝の状態：１.両膝が曲がっている

２.片膝が曲がっている

３.両膝力判申ぴている

膝の状態：１.両膝が曲がっている

２.片膝が曲がっている

３.両膝が伸びている

パターン：１．足からの入水
２.手足の縮んだ入水

３.腹打ち入水

４.手からの滑らかな入水

1.上向き

2.水平

3.下向き

4.大きく下向き

角度：

位置：l近い
２.中程度

３.遠い

図－３評価尺度の構成

1３

構え：１.上向き

2.水平

3.下向き

フライト：0.足が台から離れる前に入水

1.上向き

2.水平

3.下向き

エントリー：１
２

３

上向き

水平

下向き
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極的に空間を変形したものである24)。即ち，得られ

た２次元図は，スタート動作パターンの類似の程度

を示す図であると考えられる。

そして，エントリー期の体幹の傾きの相違によっ

て標本を分割した。エントリー期の体幹の傾きに影

響を及ぼす身体各部の動作を検討するために，各群

と各カテゴリーについて，ｘ2検定による独立性の

検定をした。また，分割表から相関関係を求めるた

めに連合係数23)（pp,163-166)を求めた。

表一ｌ採点者間の評点の一致度(、＝37）

－
‐
｜

体幹の傾一一一一一［一一

Ⅲ、結果及び考察

１．初心者のグライド期の欠如

深代は，跳動作の獲得が踏み切り→空中→着地の

運動経過とは逆に着地の動作から習得きれる2)とし

ている。しかし，水泳におけるスタートでは，初心

者の立ち飛び込みや腹打ち飛び込みでは，スタート

の最終局面であるグライド期がほとんど見られなか

った。したがって，着地に相当する技能としてエン

トリー期がグライド期より早い時期に習得されるも

のと思われる。これは，スタートにおいて着水する

ことが第１の目的動作となり，入水から泳ぎに移行

するグライド技能は，スタート動作がある程度発達

した段階で意識することができるものと思われる。

武藤'3)は，飛び込みによる事故の発生要因の一つと

して入水時の全身の緊張の欠如をあげている。従っ

て，エントリー期の技能の習得過程と並行して到達

深度が深くなりすぎないような動き作りは，安全な

スタートの学習に必要であると思われる。土方`)は，

スタートの指導法として水中でのけのび，ヴライド

中の深度の調節，水中倒立などの水中プログラムや

座位，立て膝位からの入水でグライド方向を身につ

ける練習が必要であるとしている。

２．採点者間の評点の一致度

各評価点の離合係数を表-1に示した。離合係数

(C)は，属性間の相関を表す（四方・一谷23）

ppll7-120)。その値は0≦Ｃ≦1の範囲にあるため，

正負をデータの観察より判断すると，全て正の高い

相関(p＜0.01)が認められた。従って，客観'性のあ

る採点ができる評価尺度であると考えられる。但し，

ブロック期の足の位置と爪先の離合係数が比較的低

いのは，明確な構えのスタンスを決定できない被検

者が多く，構えの技能が習得されていないためと考

えられる。跳動作の習得過程においては，歩行の延

長として片足先行踏み切りから始まる'0)ことから新

しい動作パターンの習得では，より初歩的な踏み切

りを行うものと考えられる。これはまた，エントリ

ー期の膝の状態の離合係数が比較的低いことにも現

れ，着地に相当するような足の動作が出現し，入水

しながら膝や腰の屈曲を起こし，膝の状態を採点し

にくい被検者がいるためと思われる。

３．スタート動作パターンの抽出

各標本における体幹の傾きについての類似の程度

を示す近親`性の２次元投影図は，図-4のようになっ

た。この近親`性は，スタート台上の構えから水面に

いたるスタート動作全体にわたる姿勢の類似傾向を

示す。座標は，スタート動作パターン相互の類似の

程度を平均が０，分散が１になるように基準化した

値である。横軸は，最大固有値に対応し，主にフラ

イト期の体幹の傾きの近親'性を示すと解釈きれる。

縦軸は，第２固有ベクトルに対応し，構えとエント

リー期両者を総括した体幹の傾きの親近'性を示すと

解釈される。キーカテゴリーの評点より37名で17パ

ターンの体幹の傾きの組み合わせが見られた。図中

の円は，同一パターンを示した人数を示し，３桁の

数字は，構え－フライト期一エントリー期における

1４

評価尺度離合係数 評価尺度離合係数

体
幹
の
傾
き

ブ
ロ
ッ
ク
期

構え0.709

空中0.796

入水0.682

足の位置0.402

爪先0.444

腕の位置0.766

腕の振出0.572

腕の方向0.672

体の方向0.779

膝の状態0.683

フ
ラ
イ
ト
期

エ
ン
ト
リ
ー
期

頭と腕0.847

腕と体0.808

体と脚0.797

膝の状態0.834

軌跡0.582

頭と腕0.724

腕と体0.647

体と脚0.710

膝の状態0.496

パターン0.728

角度0.804

位置0.664
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示す落下〕パターンが出現するものと思われる。この

倒れ込み動作は，次の3点から説明される。１.落下

パターン5名中４名の飛び出しにおける膝関節の状

態は，膝が曲がったまま雛台していた。２.落下パタ

ーン５名の飛び出しの体の方向は上向きが見られな

かった。３.落下パターン５名の入水位置が何れも近

かった。跳動作においては先ず落下動作からスター

トする'0)ことより，スタート動作において落下動作

が出現することはスタート動作においては着水が大

きな課題になっていることを示すと考えられる。し

かし，水深の浅いプールでの落下動作は，事故の危

険性が指摘きれている'4)ことから，指導に際しては

水中での前方ジャンプ25)等の移行段階の練習が必要

であると思われる。また，前飛びパターンは，腹打

ちパターンから逆飛びパターンに移行すると考えら

れるが，その過程で前傾のタイミングが早すぎるオ

ーバー。パターンが派生するものと考えられる。

NomuraetaLl8)によるとオーバー入水は，直線入水

に較べ入水角が大きくなるので入水後の危険要素が

増大すると考えられる。実際の指導場面では，オー

バー．パターンが発生しないように，飛び出し方向

が下向きにならないような腹打ちから逆飛び込みへ

移行を工夫する必要があると考えられる。

立ち飛びから逆飛びまでの習得過程を図~4の類似

傾向を基にまとめると図~5のように整理きれる。習

得しようとする動作の前動作を先ず達成していく流

れと，目的動作を先ず達成してから前動作を身につ

ける流れとに整理される｡これまで報告されている

動作パターンの変化に関する研究8).10)｣1)｣5)｣7)では，

直列モデルのみしか見られないが，図~5のように分

岐モデルで説明した方が，動作パターンの変化をよ

り具体的に記述できると考えられる。

跳動作が着地から習得きれること2)と図-5に見ら

れるスタート動作の変化の流れよりエントリー期の

体幹の方向づけをすることが特に重要な技能である

と考えられる。

４.エントリー期の体幹の傾きの変化に関与する

身体各部の動作の検討

立ち飛びパターンから前飛びパターンの近傍にあ

る標本について，エントリー期の体幹の向き|こよっ

-０．

、
数字は、構え、空中、入水に
おける体幹の傾きを示す。
ｏ：局面存在せず
１：上向き

２：水平
３：下向き

．。⑯⑫
1人２人３人４人

図の解説；

111を中心とする立ち飛びパターンから
222を中心とする腹打ちパターンを経て
323の逆飛びパターンへ至る

主要なパターンの変容過程が直列的に並んでいる。
その他に、202等のフライト期が見られない落下パターン
233のフライト期に体幹が前傾するオーバー・パターンが

派生している。

図－４スタート動作パターンの類似`性

それぞれの体幹の向き（ｌ上向き，２:水平，３:下向

き）を示した。体幹の傾きの近親性とその特性に基

づき，次のようなスタートの動作パターンを抽出し

た。111を中心とした立ち飛びパターン（13名)。

202等のフライト期が見られない落下パターン（５

名)。フライト期に体幹が水平になる前飛びパター

ン（12名）の内，122や222のような腹打ちパターン

（8名)，223や323のエントリー期に体幹が水平より

前傾する逆飛びパターン（4名)。前飛びではあるが

233のフライト期に体が前傾するオーバー・パター

ン（4名)。その他3名。最も初歩的な立ち飛び(111）

から腹打ち(222)を経由し，逆飛びパターン(323)へ

至る直列的なスタート技能の主要な発達パターンが

見られた。この過程に乗らないパターンは未熟なグ

ライド技能で着水するための適応動作であると考え

られる。例えば，立ち飛びから前飛びに移行する過

程で体を倒すことができても，新たに手から入水す

る技能が習得きれていないために，倒れ込み動作を
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111立ち飛びパターン
XOX落下パターン

離台時に膝が伸びない

到達距離が短い

１122構えだけ

体幹の前傾が少ない

211離合から

体幹の前傾が少ない

222腹打ちパターン

233オーバー・パターン

離台時に体幹が下向き

223構えだけ

体幹の前傾が少ない

322入水時に

体幹の前傾が少ない Ｉナ
の前半から
する

動作
変化

動作の後半から
変化する

323逆飛びパターン

図－５スタート動作の習得過程

て，上向き入水群(12名)，水平入水群(１０名)及び下

向き入水群(8名)を抽出した。そして，エントリー

期の体幹の向きと各カテゴリーがどのような関係に

あるかを検討した。Ｘ2検定で体幹の向きとカテゴ

リーが独立であるといえない場合，そのカテゴリー

は，エントリー期の体幹の傾きの変化に影響を及ぼ

すものと考えられる。その関連の程度は，ｘ２値と

標本数より連合係数を求めることにより表現できる

23)。その結果を表-2に示した。

４．１．体幹の傾き

上向き入水群と水平入水群，水平入水群と下向き

入水群の間には，構えにおける体幹の傾きには有意

な相違は認められなかった。しかし，上向き入水群

と下向き入水群の間には，５％水準で相違が認めら

れた。上向き入水群の75％が構えでも体幹が上向き

なのに較べ，下向き入水群の87.5％が構えにおいて

体幹が水平から下に傾いていた。従って，上向き入

水群は体幹を水平より前傾させて構える姿勢の習得

が必要である思われる。また，フライト期の体幹の

傾きは，どの群間にも有意な相違が認められた。上

向き入水群は全員空中でも体幹が上に傾き，水平入

水群の80％が空中でもほぼ水平で下に傾く者はいな

かつた，下向き入水群の50％が水平，残りが下に傾

いていた。入水姿勢の決定に空中姿勢の及ぼす影響

は，非常に大きいと考えられる。しかし，空中で下

向きなることによって入水を下向きにすると入水角

が大きくなりすぎる'4)ので，この変化は動作パター

ンの発達とは言えない。水平入水群と下向き入水群

の空中の体幹の傾きが水平位で重複していることも

考慮すると，腹打ちから逆飛びに移行するためには，

他の要素が重要な役割を果たすと考えられる。それ

は，表-2に見られるように水平入水群と下向き入水

群とで，エントリー期の頭と腕(p＜0.01)，腕と体

(p＜0.01)，および体と脚(p＜0.05)の位置関係に

差が認められたことによる。

４．２.ブロック期

表-2に見られるように構えにおける足の位置，爪

先，腕の位置には，エントリー期の体幹の傾きの違

いによる差が認められなかった。これは，両爪先を

スタート台先端にかけたり，腕を下垂するような静

的なフォーム作りが，比較的容易であることを示唆

している。しかし，動きを伴う離台時には，上向き

入水群の体幹の飛び出し方向は，上方が67％見られ

たが，下向き入水群では上方に飛び出す者はいなか

1６



野村，合屋，椿本，松井，高木，小堀：水泳における未熟練者のスタート動作パターン分析

表-２ エントリー期の体幹の傾きとカテゴリーの

連合係数(上向き群、＝10,水平群、＝10,

下向き群、＝8）

0.001)ことからも説明される。下向き入水群は，上

向き入水群より空中で腕と体幹のなす角が180度に

近づき(p＜0.001)，膝の伸展(p＜0.001)が見られ

た。また，上向き入水群では，頭が腕より背側に位

置している者が多いが，下向き入水群では頭を腹側

に入れる者も見られた(p＜0.01)。これは，肩前挙

上が一層大きくなっていることを示すと考えられる。

したがって，フライト期の動作の発達は，四肢と体

幹を水平方向へ伸展することの程度でとらえられる

と推察される。

４．４.エントリー期

上向き入水群と水平入水群のエントリー期の頭と

腕の位置関係，腕と体幹のなす角には差が認められ

なかった。しかし，下向き入水群は，他の群より頭

を腕で挾み(p＜0.01)，腕と体幹のなす角が180度

に近づく傾向(p＜0.001およびp＜0.01)カゴ見られた。

これは，逆飛び込みに肩前挙上や頭を腕で挾む動き

が重要であることを示唆するものと思われる。入水

時に腕により推進方向が決定される'9)ので，水平方

向への離台後，肩前挙上により腕を水平方向に伸ば

す必要があると考えられる。また，水平入水群は，

上向き入水群より膝関節が伸びる傾向(p＜0.05)が

あり，水平入水群は他の群より腰部の反る傾向(ｐ

＜0.05)が認められた。跳動作において頭を起こす

ことは，頚反射に基づく下肢伸筋群の反射的伸展を

引き起こす5)ので脚を伸ばす作用を持つが，肩前挙

上を妨げると思われる。入水パターンは，上向き入

水群は，立ち飛びが67％，水平入水群は90％が腹打

ち，そして下向き入水群は，全員逆飛びであった。

また，入水角は，上向き入水群→水平入水群→下向

き入水群の順に下を向く傾向(p＜0.001)があった。

したがって，エントリー期の体幹の傾きが入水パタ

ーンを決定することを示すと考えられる。入水位置

は，上向き入水群より下向き入水群の方が遠い傾向

(p＜０.Cl)が認められた。即ち，エントリー期体幹

の傾きの変化に伴い，スタート動作の発達が促され

ると考えられる。連動成就の仕方の変化が動作の発

達に関与することは，基礎運動技能の発達傾向8)と

一致するものである。

以上の結果を踏まえ，エントリー期の体幹の傾き

上向き群 水平群 上向き群

評価尺度 全体ＶＳ ＶＳ ＶＳ

水平群 下向き群 下向き群緯
》
鉢

体
幹
剋
の
傾
き

0.389 0.339 0.533＊ 0.485

峠
Ｌ
Ｌ

0.638｣・ﾔ＊ 0.535＊ 0.707幹＊ 0.721＊鉢

0.378viv足の位置

爪先

腕の位置

腕の振出

腕の方向

体の方向

膝の状態

0.341 0.324

プ
ロ 0.147 0.302 0.378 0.316

0.197 0.270 0.083 0.204フ
ク
期 0.224 0.101 0.2540.281

0.372 0.100 0.420 0.4118

0.258 0.495 0.577鉢 ０．５４３＊

0.0390.595*稗 0.578*＊ 0.597*＊

頭と腕

腕と体

体と脚

膝の状態

軌跡

0.269 0.488 0.574科 0.557幹フ
ラ
イ
ト
期
一
一
エ
ン
ト
リ
ー
期

0.422＊ 0.368 0.621**＊ 0.543幹

0.461＊ 0.463 0.268 0.459

０．３７１ 0.670幹＊ 0.620*幹0.550*＊

0.64ｍ｡*＊ 0.570* 0.599*＊ 0.713**＊

頭と腕

腕と体

体と脚

膝の状態

パターン

角度

位置

0.195 0.620鉢 0.570秤 0.600*＊

0.574**＊0.557*＊0.167 0.621＊Ｆ＊

0.529＊ 0.506＊ 0.420 0.580稗

0.496＊ 0.205 0.507＊ 0.500＊

0.6414｡村（ 0.707*ｵq＄ 0.707ｵ・ﾄﾞ＊ 0.7933牛＊

0.674＊や* 0.660値桧ﾄﾋﾞ 0.687**＊ 0.788**＊

0.413 0.422 0.578ｵ｡ド 0.547＊

＊：ｐ<0.05．特Ｆｐ<0.01,＊稗：ｐ<0.001

った゜そして上向き入水群は，水平入水群より離台

時に膝の屈曲傾向(p＜0.001)が認められた。この

状態のまま，体幹を前傾しようとすると落下パター

ンに変化すると推察される。離台時の蹴りの不足は，

危険性が指摘されている'4)ので，下肢の伸展プログ
ラムを工夫する必要があると思われる。

４．３.フライト期

フライト期は，ブロック期よりエントリー期の体

幹の傾きの変化に影響を及ぼす項目が多かった。上

向き入水群と水平入水群の間で，フライト中の腕と

体幹のなす角(p＜0.05)，腰の屈伸(p＜０．０５)，膝

の屈伸(p＜0.01)に差が見られた。上向き入水群は，

空中で腕と体幹のなす角が180度より小さく，腰及

び膝の関節も屈曲する傾向が強かった。したがって，

グライディング・ポジションをとるという意味では，

消極的なフライト動作であることが伺われる。これ

は，体幹のフライト軌跡が落下傾向にあったいく

1７

iｌ
Ａ

評価尺度

上向き群

ＶＳ

水平群

水平群

下向き群

上向き群

下向き群

全体

緯
》
稗

389

638』qc＊

＊

ｍ
ｄ
ｎ
ｇ

０
（
Ｕ

533＊

707幹＊

485

721

ブ
ロ
ッ
ク
期

足の位置

爪先

腕の位置

腕の振出

腕の方向

体の方向
膝の状態

■
▲
句
８
円
Ｊ
０
月
Ⅱ
ワ
】
【
ｘ
Ｕ
■
】

．
〃
五
Ａ
詮
ｎ
Ｗ
》
の
ム
ー
ワ
Ｊ
ｐ
Ｊ
〔
ｕ
】

ｑ
Ｕ
１
Ｌ
１
凸
⑨
凸
『
ぐ
）
の
色
臣
⑫

｜蠅岬唖皿岬“

４
８
３
１
０
掬
粥

２
７
８
８
２
７
７

３
３
０
２
４
５
５

378▼

316

204

254

413

543＊

597幹

フ
ラ
イ
ト
期

頭と腕

腕と体
体と脚

膝の状態

軌跡

269

42が《

461＊

5501.0《

640ｲ■*#『

488

368

463

371

570＊

574熱

621**＊

268

670い！《＊

599*＊

557鉢

543*＊

459

620*鉢

713**＊

エ
ン
ト
リ
ー
期

頭と腕

腕と体

体と脚

膝の状態
パターン

角度

位置

５
７
眺
酔
碍
蜂
３

四
珀
兜
伯
酪
町
虹

620鉢

557.吟

50齢

205

707**＊

6661pやＩ（

422

勝５
群
＊
辮
辨
稗

１
０
７
７
７
８

２
２
０
０
８
７

６
４
５
７
６
５

600*＊

574鉢＊

580鉢

500＊

793*鉢

788拝＊

547＊



京都体育学研究第９巻平成６年２月

エントリー期の

体蔚辺り傾き

エントリー期の

休講地､傾きの変化に関与する諸f苅遇

主三なスタート

動作パターン

上向き

●上体を前屈して構える
●台を水平方向に蹴って､
膝を伸ばす
●体を前方に倒しながら飛び出す
●水平方向に飛び出す

水平

●空中で腕で頭をはさむ
●空中から入水まで四肢を

水平方向へ伸ばす
●入水時に頭と腕を離さない

二Fi可三二1コ‐雷露天三二三 ●入水時に腕と体幹のなす角を
石。、回埠、－．ご一＝、ユテ

図－６エントリー期の体幹の傾きの変化に関与する諸技能

膝関節が伸びず，飛び出す方向が下向きで，フライ

ト期が無く，到達距離の短い落下パターンやフライ

ト期に早く体を前傾するオーバー・パターンも未熟

なグライド技能で入水するための適応動作パターン

として抽出された。３．フライト期の体幹の傾きは，

構えにおけるそれより，エントリー期の体幹の傾き

に与える影響が大きかった。しかし，フライト期に

体幹が水平でもエントリー期に下へ傾く者もいた。

４．エントリー期に体幹が上を向く者は，ブロック

期で飛び出す方向が上を向き，到達距離も短い傾向

があった。５．フライト期に四肢と体幹を水平方向

に伸展することが，スタート動作の発達に重要であ

ることが示唆された。６．エントリー期に腕で頭を

挾むように腕と体幹のなす角を180度に近づける動

作が，腹打ちから逆飛びパターンへの変化に関与し

ていた。

本研究は，平成4年度文部省科学研究補助金総

合Ａ(04301090)によった。

の変化に関与する諸技能を図一6のように整理した。

パターンの類似性の観点から抽出きれた主なスター

ト動作パターンは，立ち飛び，腹打ちおよび逆飛び

の順に並んでいた。それらに対応するエントリー期

の体幹の傾きも図-6左側のように上から順に変化す

るものと考えられる。そして，この体幹の傾きを上

向きから水平に変えるときに図-6右側上部の四角で

囲った技能が関与し，水平から下向きに変えるとき

に図-6右側下部の四角で囲った技能が関与すること

が表-2の連合係数より整理された。

Ⅳ．まとめ

初心者の水泳におけるスタート動作パターンの抽

出とパターンの変化に影響を及ぼす身体各部の動作

を検討することを本研究の目的とした。標本は，水

泳のスタートに熟達していない児童37名とした。標

本のスタート動作をピデオカメラで撮影し，スター

ト動作の22カテゴリーの運動成就の仕方の評価尺度

について採点した。その結果次のような知見が得ら

れた：

１．初心者のスタートでは，グライド期が欠如する

傾向が見られた。エントリー期がグライド期より先

に習得きれる技能を含む期間であると思われる。２．

立ち飛びから腹打ちを経由し逆飛びに至るスタート

動作パターンの主な発達過程が抽出きれた。途中，
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表現者と感知者の認知の一致を高める教材

一色をテーマとした幼児の身体表現の場合一

古市久子＊増原喜代*＊

Astudyofteachingmaterialswhichpromotethe

coincidenceofrecognitionbetweenplayersand

perceivers：bodyexpressionwithcolorinｃｈｉｌｄｒｅｎ．

＊ ＊＊
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Abstract

Ａｔｈｅｍｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｓｔｕｄｙｏｎｔｅachingmaterialsaboutbodyexpresｓｉｏｎｏｆｃｈｉｌｄｒｅｎ・Itisimportant

forbodyexpressionthattheintentionofplayercoincidewiththeperceptionofchildren・Childrensatisfy

theirwantsofexpressionifboththeplayerandtheperceiverimagethesameoneThecoincidencehasade-

sirableinfluenceonfacultiesofchildreninbodyexpressionltiseasiertoimitateshapes，butthecororwas

appliedonlytoexpｒｅｓｓｔｈｅｉｍａｇｅｔｈｉｓｔｉｍｅ・Childrenweretaskedtoperformbodyexpressionsbyusingcol-

ors（blue・yellow・red），“Pikakunmewomawasu"・Thetaskwasproposedatthemeetingofkindergarten

teachersandwaspresentedatakindergartenOnthemethod，howtopromotethecoincidenceoftheirper‐

formanceandcognitionwasdiscussｅｄＳｏｍｅｐｏｉｎｓａｒｅｓｕｍｍａｒｉｚｅｄ：

①Itisusefullforpromptingthecoincidencebetweenperceiversandplayerstopersonifytheobject．

②Someimageoncolorishelpfultothecoincidenceofsensebetweenplayersandperceivers．

③ItisthemostusefullwayforchildrentoexpressthethreecolorsoftrafficsignaL

④ChildrenrecognizecolorsindevelopingofastorySo,itisusefulltoexpressbybodyinthestorywhich

childrenca、understand．

⑤Itisofusetoadoptsomecolorsfamilierinthedailylifeofchildren
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現活動およびその指導が行われてきた。それは多く

は形の模倣であり日常の行動表現であった。それも

身体表現の重要な課題であるが，今回の改定ではも

っと幅広く「自分の想像したものを体の動きや言葉

などで表現したり，興味を持った話や出来事を演じ

たりして楽しむ」と保育指針本文の中にも述べられ

ている。『ぴかくんめをまわす』は子どもたちの好

きな絵本であり，お話しを聞き終わった後も信号遊

びや電車遊びなどに続いて行く題材であった。そし

て形の模倣だけでなく，主人公のびか〈んが持つ色

のイメージを表現する方法の検討が必要であった。

しかし，色には具体的な形がなく，表現者と感知者

のイメージが一致して表現遊びをより充実させられ

るかが問題となる。つまり，表現者が色表現をして

も見ている感知者が認知できているかどうかが問題

である。そこで『ぴかくんめをまわす』の教材の色

表現を通して，表現者と感知者の認知の一致を高め

るための教材について検討したい。

１．はじめに

1989年３月15日，幼稚園教育要領の改定の告示お

よび1990年３月27日通知の保育所保育指針の改定に

より，新しい骨子として登場した領域に「表現｣8)が

ある。子どもの感'性と表現に関する領域で，身体表

現に関しては指導内容は次のように示きれている。

。感じたこと，考えたことなどを自由に描いたり作

ったり，音や動きで表現しようとする。

・自分のイメージを動きや言葉などで表現し，劇的

な遊びを楽しむ。

これは従来の音楽リズム・絵画製作といった保育者

の側からみた保育の設定ではなく，表現主体である

子どもの立場に立った設定であることは，多くの研

究者・保育者が評価していることである。にもかか

わらず，この設定を明確に位置づける学問的体系は

なされておらず全く保育者自身の手腕に任されてい

る。そこで本研究はこの大きな問題に取り組むひと

つの手がかりとして，身体表現の主体者である子ど

もの表現とそれを感知する子どもの認知に注目して，

幼児の表現における教材を検討した。

筆者らが焦点を当てている身体表現の特`性は，幼

児の内面的世界と，それを表現する子ども（筆者ら

はこれを表現者と呼ぶ）が表現したもの，表現され

たものを読み取ってくれる存在（筆者はこれを感知

者と呼ぶ）を結ぶ距離が最も近い身体表現を子ども

に提供することにある。実際に，筆者らは子どもが

演じる表現遊びの教材『ぴかくんめをまわす』を製

作し，保育者の指導者講習会で発表した。これは信

号機ぴか〈んの色の変化と車の対応を中心に展開さ

れる表現遊びであるが，その作品を通して，講習会

に参加の保育者の意見も入れながら検討する。さら

に，実際にこの教材を使って幼稚園で実施された表

現遊びを観察した結果を考察する。

3．色と身体表現の先行研究

色にはその色が持つ特別なイメージがあり，色に

よりイメージの幅は異なる。子どもにとって，色の

表現とは生活で目にする具体的な生活の表現なので

ある。色と身体表現についての研究はほとんど見当

たらない。しかし，音楽および身体表現の指導書の

中には数少ないがその方法が示きれておりそれを手

掛かりにしたい。

視覚に訴える表現はそれらが聴覚に訴えて表現さ

れた時よりもはるかに明確に記憶されることを利用

して，Dalcroze,ＥＪ．（1973)4)は拍子を子どもに理

解きせるためにアクセントのある拍は赤く塗り，ア

クセントのない拍は黄色に塗り，これを見ながら子

どもたちに動作で表現させた。拍子を記号で理解き

せるのではなく感覚に訴えるために，子どもに直感

で反応きせるべく色が用いられた。最近では子ども

の音楽学習で，音符の読譜力・正確なピッチにおい

て色音符は大きな成果を上げている（永野重史

1961)7)。聴覚と色彩の共感覚についてはWilentz，

(1968)')他多くの学者が共感覚的な関連性を見いだ

している。

２．色と身体表現

動きによる表現というのは子どもの内面にあるイ

メージを，感`情の喚起とともに自分の体の動きによ

って視覚に訴えていくことである。動物・花といっ

たような具体的事物についての身体表現は多くの表

2２
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Simpson,Ｑ＆Ａ（1956)'5)によれば黄と緑は高い音
に連合される傾向があった。1000Hzの音は赤とオ

レンジの色を思い浮かべきせた。青と紫は一般に低

い音に連合された。これは有色共感覚と呼ばれ－般

的に高い音は明度の高い色彩を伴い，低い音は明度

の低い色彩を伴う。

カール・オルフによるリズム教育（花井清

19789)，川本久雄19795))は身体表現を通して行わ

れているが，歌の中に出てくる色のリズム表現では

白色は赤い色はとい

うように，イメージで打つリズムを変えている。

｢青い空の水色と赤い色がよく似合う」という表現

では，小太鼓やティンパニーの皮を弾いたりひっか

いたり打ったりして，三色交じっている様を表す工

夫をしている。音楽による動きの指導においては，

赤色がよく登場する。それは夕方の空の茜色であり，

祭りの火の色である。赤の持つ激しく明るいイメー

ジは身体表現に合った色なのであろう。白はうぎぎ

・雪等と結びついて表現されるが，この表現は色よ

りもうさぎや雪の動き方に重点がおかれている。

内的操作(認知)は外的活動(パーフォーマンス)を

基盤として発達するものであることはVygotsky

(1934)３１以来どの学者も強調している。それは身体

表現により，色の認知を強化する可能性が十分にあ

るということである。子どもにとって認知と表現は

両者が近似的であればあるほど「表現した」という

満足感と｢表現されたもの」を楽しむ表現体験の学

習になると思われる。その積み重ねが表現力を高め

て行くことになるのではないだろうか。

ここで，子どもの色に関する発達の様子を見てお

きたいと思う。Lowenfe1.,Ｖ。（1963)`)によれば２－４

歳はなぐり描きの段階で，色彩は意識的には用いら

れず，色はなぐりがきの異なった意味を区別するた

めに使うようになる。４－７歳は様式化への移行の時

期にあたり，描かれた物と実際の色との間には関係

がなく，色彩と再現物との関係が決定されるのは子

ども自身の興味や,情緒的な要因で決まる。７～9歳の

様式化の段階に入ると，色と物との間に客観的関係

があることを発見していく。筆者らが対象にしてい

る年代は色が子ども自身の興味との関わりで決定さ

れる年齢であると考えられる。

本研究が対象にしている年中児前後は，色の区別

が可能かを見ていくと表1のようになる｡年齢的に色

そのものについては認識できていると考えられる。

色彩そのものについては生理的・心理的作用につ

いての研究があるが，子どもの身体表現を考える際

に必要な色とイメージに関しての研究をみる｡特定

の色にたいして象徴的イメージを対応させることを

｢色彩象徴｣あるいは｢色彩感`情｣と言うがこの論文で

扱う青（緑）・黄。赤の色彩象徴についてみてみた

い。芸術心理学者アルンハイムは「赤は`情熱的・刺

激的・興奮的で，黄は冷静・華美，青は憂篭で悲哀

を感じる」と言う(1964)`)。信号は青と緑が混同し

て使用きれているので，緑の色彩象徴もみておくと，

表１色の識別についての年齢的変化

（島崎5)．藤井9)の研究より筆者ズ,藤井，)の研究より筆者がまとめる）

2３

年齢 識別可能な数 識別可能な色彩 色の好み等

3歳 5色くらい 赤。黄・緑・黒・ピンク 所有物と結びついた色

４歳 10色くらい 赤。黄・緑・黒。ピンク

灰・白・茶・青・肌色

感情・関心・連想により

絶えず変動する

5歳 16-20色 上欄の色に加えてさらに

燈・紫・黄緑・水色等

色彩の固定化が始まる

嗜好色もはっきりしている



京都体育学研究第９巻平成６年２月

１６，朝聞こえてくる動物の鳴き声を真似る

ナレーション「朝早いので信号のびかくんはうとう

としています。耳に聞こえてくるのは１番電車の音

です」

②ダンス（曲ヤーレンソーラン北海道COCC

-10474）

・ぴかくん－いねむりダンス

。ともだち－電車ごっこ（縄の輪に3-4人入っ

て）でLODの方向へはしる

ナレーション「ぴか〈んがうとうとしていると，た

くさんの人が色々な仕事を始めました」

③ダンス（曲朝一番早いのはCOCC-10608）

・ぴかぐんとともだちが一緒に踊る

ナレーション「でもぴかくんはまた寝てしまいまし

た｡おまわりんさんがやって来て言いました｡ぴかく

ん朝です｡早く起きてね｡やっと，ぴかくんはとび起

きて働き始めました」

第二場ぴかくん大‘忙し

①ダンス（曲ポログツブギCOCC-10474）

・全員で青・黄・赤組に別れる

信号ダンスを踊りながら，ぴかくんは`忙しさの

あまり，目を回して故障してしまう

ナレーション「おじざんがぴか〈んの修理にやって

きました」

第三場ぴか〈んの修理

ぴかくんは拍子木の音で体を伸ばしたり，手足を

伸び縮みし，やっと修理ができる

ナレーション｢ぴかくんは元気になって働きだしま

した｡夕方の`忙しい時間にも，ぴか〈んのおかげで，

安心して通っていけますね」

第四場みんな元気で働こう

①ダンス（曲働く車COCC-10474）

次に踊り方について記述する。ここでは色の身体

表現について考えるので，関係するぴか〈んの踊

り方についてのみ記する。

踊り方１＜ピカピカダンス＞

①行進して登場する

②両手を開いたり閉じたりして，信号がぴかぴか

と点滅している様子を表現する

踊り方２＜いねむりダンス＞

静寂●不動性・安らぎをあげることができる。幼児

の色彩象徴については(藤井久仁子1990)'0)「特定

の言葉に対し色をイメージする際，その言葉と色が

直接結びついているのではなく，例えば「寒い」と

いう言葉の場合まず雪を連想しそこから白をイメー

ジしている。赤は「暖かい.暑い」を連想し，青は

男児に好まれる色で，成人が寒い色と感じるのに比

して，寒言はむしろ白色に感じている。黄や緑は成

人の'0パーセントが温かく感じているのに対して，

成人の2倍の子どもが温かいと答えた。

以上のように，色と身体表現を直接取り扱った研

究が少ないので周辺の要因について書かれたものを

あげたが，色の持つイメージ，子どもの年齢的特徴，

身体表現の普遍'性の点からみて，色の身体表現は年

中児以降においては可能と考えられる。

４．色をテーマにした身体表現

『ぴかくんめをまわす』のシナリオ

絵本の原作者：松居直作長新太絵（福音館書店）

作品の構成・振り付け：増原喜代・他新リズム

表現研究会

おはなし：信号機ぴかくんは，いつも一生懸命働

いているので，黄色の光を点けたり消したりしてう

とうとし，朝になってもなかなか目が覚めません。

１番電車が通り，牛乳屋さんが通り，新聞屋さんが

通り，街が目を覚ましていきますが，また，うとう

と。おまわりざんに起こきれたぴかくんは一生懸命

働き始めました。青黄赤，青黄赤，一日中働きずめ

のびかくんはとうとう目を回してしまいました。そ

こへやってきた修理のおじざんがぴかくんを直して

くれました。やっと元気になったぴかくんは，また

一生懸命働いています。

構成：

第一場ぴかくん朝ですよ

ナレーション「東の空が明るくなってきました。ぴ

かくん朝ですよ」

①ダンス（曲朝おきたんNHKみんなの歌）

・ぴかくん－入場とピカピカダンス

．ともだち－フォークダンスを踊りながら，ぴか

〈んの周りを回る。間奏はぴかくんもともだち
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①あくびをして起きる表現をする

②めをこすって，またねてしまう表現

③①と②を繰り返しながらしっかり起きて働き始

める

踊り方３＜信号ダンス＞

動きの種類（各１６呼間）

青信号一壁登りをするように手の平を開いて押し

出し，段々上へ右左右左と4つ行う(8)。

頭上で手打ち（）

黄信号一操り人形のように両手で右足を２回引っ

張り上げ，次に左足も同様に行う(8)。

頭上で手打ち（）

赤信号一モンキーダンスのようにこぶしを握って

交互に上下させる(8)。頭上で手打ち

（）

歌１番・２番・３番が終わったら，全員阿波踊りをし

ながら各色ごとにLODの方向に動きながら最後は走

っていって倒れる

青信号の表現をする５才児図１

5．『ぴかくんめをまわす』の色の

身体表現についての考察

（１）信号の様子と振りの関連

『ぴかくんめをまわす』において最も焦点をあて

て表現したい箇所であった。黄色が点滅している様

子は従来よく行われているように，両手をきらきら

と身体の外，特に上部へ向かって伸ばすことで表現

者も感知者も容易に理解出来た。そして，ぴか〈ん

が目を覚ます時の表現は

①いないいないぱ－

②目覚めのびかくんはあくびをする

③眠ってしまうぴかくんは倒れ込む

④目を開く所は万歳して頭上で手を叩く

⑤あまりの,忙しさに混乱するところは阿波踊りで

走りだして倒れてしまう

の5種の身体表現が見られるが，いずれも信号機の

様子を擬人化して表現している。これは信号そのも

のを表現したものではないが，信号に反映される表

現者のイメージと感知者のイメージの一致として十

分に価値をもつものである。なぜなら，表現活動と

くに身体表現は，観察者もしくは感知者の同じ表現

図２黄信号の表現をする５才児

図３赤信号の表現をする５才児
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の表現と考えられるかもしれない。しかし，色が具

体的な形がなく身体表現として具現化するには，環

境の機能に依存する以外に現時点では困難である。

Dalcroze（1973)4)が，音符の時間を直感的に教えよ

うとして，太陽・地球・月の回転を子どもたちに表

現させたように，本教材も子どもの環境を手掛かり

にすること注目したということになる。小道具とし

て，青・黄・赤のカラー手袋を使ったが，表現がよ

り自覚できたと出席者が答えている。「ポログツブ

ギ」の最後で'忙しさのあまりぴか〈んが混乱して倒

れる前の表現で，各色ごとが丸くなって阿波踊りを

する箇所があるが，そこが信号機そのもののようで

おもしろかったとも出席者は評価している。

（３）表現者の色パーフォーマンスと感知者の表現

感度について

ここで，表現者と受容者である子どもの身体表現

能力をみておく｡村山貞雄ら(1987)'2)が全国的に行

った日本の幼児の成長・発達に関する総合調査では，

動きをまねて表現できる能力と曲の感じをつかんで

表現できる能力について，まねっこは4-6歳児はで

き，曲の感じをつかんで表現することは4-6歳児は

少しできることがわかっている。

身体表現は表現者と感知者に共通の意志が通じ合

わなくては完成きれた表現とは言えない。これは認

知とパーフォーマンスの一致度に関係してくる問題

であろうが，現在ではほとんど学問的成果の上がっ

ていない分野である(梅本尭夫1987)3)｡しかし，「ぴ

かくんめをまわす｣の色表現においては，一連のス

トーリーの中で，信号機がいかなるもので，どんな

働きをして，どんなストーリーの展開を見せるかが

容易に想像できるので，表現度は非常に高くなる。

この作品はどちらかといえば運動会向きであるにも

かかわらずナレーションが多い。このことが表現者

と受容者の問に共通の表現認識を作り上げている。

（４）色の身体表現とリズム

『ぴかくんめをまわす』では，倒れたぴかくんを

おじざんが修理する場面以外は，全て音楽が使われ

ている。音楽のないおじざんの修理の場面も拍子木

でリズムを打って行うというように，生理的・心理

的・社会的・運動的に基本的なベースはリズムにあ

意識の上に成立する概念であるからである。

（２）色のイメージと動き

色のイメージと動きについてみると，赤は人の注

意を換気する色で一定の条件下では一定のメッセー

ジを伝えるのに都合良く，危険や禁止を伝える標識

となる色である（村山貞也p581988)'3)。従って，
これを動きに翻訳すると，激しい動きになる。『ぴ

かくんめをまわす』でのモンキーダンスは両手を交

互に何回も上下させることで信号がストップを表現

している様が解る。

信号の黄色は青から赤に変わる移りの役目を果た

す色である。一般的に黄色は視認距離が遠く，遠く

から見て一番目立つ色である（村山貞也plO4

1988)'3)｡同じ明るさのもとで同じ大きざの色を比べ

ると，可視光線の波長の長ざの丁度真ん中に当たり，

人間の可視光線全体に対する感度のピークが位置し

ているからである｡これを動きに変えるのは難しい。

しかし，信号機の青と赤の関連から動作以前に表現

者と受け手の間に共通の場面意識が出来ているので，

青から赤への移行にふきわしい動きであればよい。

本教材に用いた操り人形の動きは中間的な心の在り

方を表現していると言えよう。

青色は「行けます」という積極的行動を促すため

に壁をよじ登っていく動きを取り入れた。信号の青

は青と緑が混同して用いられているが，単に名称だ

けでなく感覚的にも混用されている（村山貞也

pl511988)咽)｡これは若くてみずみずしい状況を表
しており歴史的にも地域的にも違和感なく混用され

ている。澄みわたった水･伸びゆく緑等のイメージ

は壁を登って行くぴか〈んの動きと合致する。

３色の関係でみてみると，動きの激しきは青で壁

上り，黄で操り人形，赤でモンキーダンスと動きが

段々激しくなっていく。1993年に行われた第10回

『幼児のリズム遊び指導者実技講習会（幼児の指導

者130名余参加，阿倍野スポーツセンター)』での出

席者の感想では，各色の動きが少しずつ激しくなっ

ていくことで安全から危険の信号に変わっていく感

じが出ていたのが良かったと答えている。

一方，別の観点から見ると，この試みは色表現で

はなく，止まれ．進めといった信号の機能について
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・柿（燈）組・藤組・黄組で子どもが入園して自分

のクラスを判断するのは色で行う。生活環境の面か

らは比較的交通の激しい所で徒歩通園をしているの

で，信号や信号に使われている色には非常に親しみ

を感じている。また，９つに分けた登園コースも色

分けで集合して行うが，色は水色・もも色・緑色・

白色・青色・紫色・榿色・赤色・黄色で，色の認識

度は高い。身体表現の人的環境としては，日常表現

遊びが多く，歌う時でも踊りをつけたものが多い。

自由な雰囲気を大切にする園の方針で，子どもは無

理のない自然な動きで一人一人が楽しんで踊る場面

はよく見られる。また，女児と同様に男児も活発な

身体表現活動がみられるのが特徴である。

実践された内容：実践きれた部分は「信号ダン

ス」と「働く車」の部分である。舞台用に再編成さ

れ，題名も『ぴか〈んがんばれ』に変わった。その

内容は次のようである。

①信号機を演ずる子どもは板付き

車が登場する。小道具はハンドルの輪

働く車のダンス

「働く車」の中には色々な車がでてくるが，その

車を身体表現するとき子どもから思わず言葉がでて

きて，表２のように身体表現をする際に言葉が加え

られた。最後に運転しながら退場

②信号ダンス(曲はポログツブギ）

ダンスの途中から信号は色ごとに集まって座り，

色ごとに順番に手を上に上げる

車が再び登場し信号の色の変化に反応する。信号に

ろ。

表現を楽しくするために，非常にリズミカルな曲

の使用がなきれた。使用された曲は5曲であるがそ

のどれもが子どもたちに人気のある曲で子どもたち

の生理学的テンポに近いものであった（古市久子

1989)ｍ･幼児にとって生理学上の理由からリズミカ

ルな刺激の重要性を指摘している研究者は古くから

非常に多い(Seashore,CE193814)他)。今回使用さ

れた曲は子どもの行進の最適速度ときれる－分間

'30前後であり，動き易いペースであったと思われ

る。もっと表現が深まると表現しようとする内容に

よって子ども個々の表現テンポを持ちたくなる。そ

れはおじさんの修理の場面におけるナレーションに

従って信号機である自分の体を,合していく過程で充

たきれる。

６．幼稚園における

『ぴかくんめをまわす』の表現遊びの観察報告

教材として指導者講習会に発表きれた作品が子ど

もたちにどのように表現きれ，演じられているかを

見るために本教材が実施された幼稚園で観察を行っ

た。

観察日：1993年11月19日・1993年11月24日

観察場所：大阪市旭区赤川幼稚園

対象人数：５才児３クラス７７人

園児の環境：園児と信号の色との関わりについて，

この園は4.5才児で7クラスあり，クラスは色名で分

けている。それらは，赤組・水組・もも組・黄緑組

表２「働く車」にでてくる車の表現に加わった言葉の有無

表現車の種類

散水車

宅配車

給食運搬単

車が出発する

2７

表現 車の種類 動き 加わった言葉

言葉が

加わつ たもの

散水車

宅配車

幼稚園バス

給食運搬車

車が出発する

水まきの動き

荷物をわたす格好

３箇所に集まり、バスに乗っ

ている格好

両手をあわせる

右手のこぶしをあげる

「シュワー」

｢はい，どうぞ」

｢幼稚園バス」

｢いただきます」

｢出発」

言葉が

加わらず

身体表現のみ

･パトロールカー・コンクリートミキサー車

● タラップ車・耕運機

・中継車・ロードローラー

･冷凍車・クレーン車
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な人数は赤：黄：青＝ｌ：１：２で青の好きな子

どもが多く，信号の進めともオーバーラップして

いるとも考えられる。

⑥表現遊びの日常への影響は，実際に通園の時，

交差点において信号が黄色の時，信号ダンスの眺

める動作をして待つ子どもがいた。

対する車の反応は次のようである

信号が青の時：車は走る

信号が黄の時：車は止まって眺める

信号が赤の時：車はポーズでストップ

信号の色(手を上げる動作の時)はナレーションで言

う

③信号ダンスが終わったフィナーレの後は，「出

発」のかけ声で車は運転しながら，舞台を降り，信

号機は板付きのまま幕

できあがった作品の結果と考察：

①曲の楽しさが身体表現を持続きせた｡信号ダン

スの曲（ボログツブギ）は子どもたちに非常に好

まれて(｢働く車」・「ポログツブギ」の両曲とも

１００パーセントの子どもが大好きと答えている)，

個々の動きは巧くできた。曲が楽しくリズミカル

であることが子どもの身体表現には大切な条件と

なる。

②車の表現を行う時，動きに合わせて言葉が自然

に出たのは次の理由によるものと思われる。幼児

｜こ特徴的な共感覚に由来する事象の非音声的特徴

を音声パターンに翻訳したもの（石黒広昭

1993)'）（シユワー)，身体表現の難解なもの（幼

稚園バス)，大人社会の模倣（はい，どうぞ)，子

どもの生活習慣を表現したもの（いただきます)，

かけ声（出発）であるが，いずれも声をだすこと

で表現がより適切にできた。

③小道具の使用が表現をより確実にした。信号の

意味を確実にするためにカラー手袋を使用した。

これは演ずる時の表現効果をねらったものである

が，このことで色の認知は確実になり動きがより

鮮明になった。車の役を演じている子どもの手が

表現に乏しかった。そこで車のハンドルとして輪

を手に持ったところ，車の表現が大きくなった。

④信号機と車の関係は青。黄・赤の時にどうする

かに関心がいく。そこで，青の時は走って進む，

黄の時は眺めながら考える，赤の時は止まる動き

を加えたところ，子どもの動きが生き生きして表

現がはっきりしてきた。

⑤色については，１００パーセントの子どもが認知

でき，表現の意味も理解できていた。３色の好き

７．おわりに

子どもの身体表現の意欲を高めるには，認知とパ

ーフォーマンスの近接をはかることが大切だと考え

る。そこで，色をテーマとした身体表現の場合を検

討し，実際に子どもたちに表現遊びを行った。方法

は信号機のおはなし『ぴかくんめをまわす』を身体

表現遊びにした教材を分析・検討した。要点は次の

ようにまとめられる。

①表現したいものを擬人化することで，表現者と

感知者の接点を高められる。

②色の持つイメージそのものに一致度が高いので，

それを利用することで，表現力・感知力を増すこ

とができる。

③３色を対比的に表現することが表現を効果的に

する。

④色はストーリーの展開の中で認知･了解きれる

ので，子どもに理解できるおはなしでの身体表現

が有効である。

⑤色の表現遊びの教材は色のある生活に密着した

具体的なものを表現することで，表現者と感知者

の認知の一致度は高くなり，表現遊びは楽しく行

える。
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平成５年４月22日京都体育学会副会長佐藤陽吉先生（京都女

子大学教授）が心不全により急逝されました。享年60歳でした。

先生は昭和53年より京都体育学会理事，昭和63年より理事長，平

成４年より副会長となられ本学会に貢献されました。京都女子大学

においては平成３年より学生部長としても活躍しておられました。
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執筆要項

1．論文の長苔は，文献･図表･abstractを含め８ページ（400字詰原稿用紙で30枚）までとする。但し超過

した場合その費用は執筆者負担とする。

2．本誌論文の原稿執筆にあたっては，下記の事項を厳守されたい。

（１）原稿は,市販の横書原稿用紙(Ｂ５判400字詰）に清書し或いはワードプロセッサ（Ａ４判40字×20行，

１５枚）により作成し提出する。

原稿は，１枚目：題目･英文標題，２枚目：著者名とそのローマ字名，著者の所属名と（）内にそ

の正式英語名，所属の異なる２人以上の場合著者名の右肩に＊，＊＊，・・・印を付して，脚注に＊，

＊＊，・・・印ごとに所属名と（）内にその正式英語名，３枚目：英文要約（タイプ用紙ダブルス

ペース250字以内)，４枚目:和文要約（編集用；英文要約と同一内容)，５枚目以降本文，注記，参考

文献，図・表の順に書く。

（２）外国人名･地名等の固有名詞には，原則として原語を用いること。固有名詞以外はなるべく訳語を用

い，必要な場合は初出のさいだけ原語を付すること。

（３）数字は算用数字を用いること。

（４）参考文献の引用は「京都体育学研究」執筆要項補足による。（京都体育学研究第８巻参照）

（５）注記は，補足的に説明するときのみに用い，本文中のその箇所の右肩上に註1）註2）のように書き

本文の末尾と文献表の間に一括して番号順に記載する。

（６）図･表は1枚の用紙に１つだけ書く。また図と表のそれぞれに一連番号をつけ，図１，表３のように

する。（上記要項補足参照）

（７）図の原稿は半透明のタイプ芹I紙または淡青色方眼紙に黒インキで明瞭に書くこと。写真は明瞭なもの

を提出すること。

（８）図や表は本文に比べ大きな紙面を要する(本誌１ページ大のものは原稿用紙4.5の本文に当たる)から，

その割合で本文に換算し全ページ数の中に算入すること。

（９）図や表の挿入希望箇所は，原稿の本文の左横の欄外に赤字で指定する。

⑩参考文献の書き方は以下の原則による。

文献記述の形式は雑誌の場合には，著者名（発表年)，題目，雑誌名，巻号，論文所在頁;単行本の場

合には，著者名（発表年)，書名，版数，発行所，発行地，参考箇所の頁の順とする。また記載は原

則としてファースト・オーサの姓（familyname）のＡＢＣ順とする。なお，上記要項補足参照。

（11）本文力軟文の場合には上記要項に準じ，著者名と所属名は和文でも記入し，和文要約は掲載用となる。

｢京都体育学研究」編集委員会〒606-01京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部環境適応論講座内
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